
平成 年度

【評価の区分】

Ａ：期待どおりの成果が得られ、今後も事業を継続する

B：ほぼ期待どおりの成果が得られたが、さらなる発展のため事業を見直す余地がある

C：概ね期待した成果は得られたが、事業の見直しが必要である。

D：期待する成果が得られず、廃止も含めた見直しが必要

□ □ □ □ □ ■

◎外部評価委員の評価・意見等

5
　

　実績

事業の分析
効果の検証

　 　

〇個別の教育支援計画については、保護者に対して仕組みや活用など十分に説明し、連携して作成する
ための理解を得ることが必要である。
〇通級指導教室については、小学校から中学校への継続した個別の支援を行うことが必要であることか
ら、中学校の新規開設を検討した結果、平成24年4月に明苑中学校に開設した。

課題

拡充 縮小・統廃合

事業の今後
の 方 向 性

A

評価の視点１　期待どおりの効果があったか

評価の視点２　施策の目的を達成するため、事業見直し等の余地があるか
評価

　小学校２校目の開設により、通級にかかる児童や保護者の負担軽減が図れた。

　

　

検証 継続

①個に応じた支援の充実・・・個に応じた支援として、肢体不自由及び自閉情緒学級に通う児童生徒
の学校生活の介助等をする教育支援員を配置するとともに、通常学級に在籍し、発達に課題のある児童
生徒の支援を図るため、学びサポーターを効果的に配置した。
②「個別の教育支援計画」の作成と活用・・・支援が必要な子ども一人ひとりの具体的な指導目標
や指導記録等を明らかにしたファイルを保護者と協力して作成するものとして、平成23度からスタートした
「個別の教育支援計画」を積極的に推進し、幼小中高等学校の教育機関の接続時の活用目指している。
③通級指導教室の充実・・・ことばやコミュニケ－ションなどの発達に課題のある子どもに、個別の指
導を行う教室を、市内２校目として開設し、特別支援教育の充実を図った。

目標

来年度も引き続き実施し、さらに成果を上げるよう事業を推進する。

特記事項

質的向上 ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ
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目標

　

2 　
目標

所　　属

実績
　

重
点
施
策
の
概
要

目　　　的

　障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組みを支援するとともに、学校生活や学習上
の困難を改善し克服するため、児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに対応した、適切な指導を実施します。

今年度の
主要事業

①個に応じた支援の充実
②「個別の教育支援計画」の作成と活用
③通級指導教室の充実

事
業
の
目
標
と
実
績

1
「個別の教育支援計
画」の作成委任を受け
た件数

23 事務事業に関する点検・評価シート 施策番号 3-1

重点施策 特別支援教育の推進 評価実施者
教育支援課
課長　吉川　修

デリケートな部分はあるが、引き続き継続してほしい。他市町村との連携も視野に入れては。
点検・評価に関
するコメント

6 　
目標

3 　

　

実績

目標 対象と想定できる幼児・児童・生徒

実績

　

　

　

　
　

　

―

職・氏名

実績
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目標 　
　

　

　

　

単位

実績

　

　

　

H21

目標

　

　今後も継続する。

　

　
実績 　

　

　

　

　
　
　
　　

―

　

　

28件

17件

　
　
　
　

　

　

H22 H23

件

　

　

　

　


